
 

 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち、「小電力セキュリテ

ィシステム等の技術的条件」の検討開始について 

 

 

１ 検討の背景 

小電力セキュリティシステムは、主に住宅用防犯装置、火災警報器等に使用さ

れており、例えば窓やガラスのセンサと報知器からなる簡易なものから、各種セ

キュリティセンサからの信号を受けて自動的に警備会社などへ通報し、警備員が

駆けつける人的セキュリティシステムまで様々なものが普及している。 

また、特定小電力無線局のテレメーター、テレコントロールシステムは、遠隔

地点における観測値の伝送（テレメーター）、重機などの産業機器の遠隔制御

（テレコントロール）など、様々な場面で利用されている。 

これらの無線システムは、無線局の免許が不要であることなどから様々な用途

で多数のシステムが利用されているが、近年、更に多様な用途への利用拡大やき

め細かな検知を実現するために機器の小型化が求められているところである。 

また、システム間の情報伝送においては、観測値や検知情報を迅速に、かつ、

確実に伝送できることが求められており、送信時間制限の見直し等により即応性

や信頼性の向上が期待されているところである。 

このような背景を踏まえ、小電力セキュリティシステム等の利用拡大、信頼性

向上等の高度化を図るため、その必要な技術的条件について検討を開始するもの

である。 

 

２ 検討事項 

平成 14 年９月 30 日付け諮問第 2009 号「小電力の無線システムの高度化に必

要な技術的条件」のうち「小電力セキュリティシステム等の技術的条件」 

 

３ 検討体制 

移動通信システムに必要な技術的条件等を担当する既設の「移動通信システム

委員会」（主査：安藤 真  東京工業大学大学院教授）において検討を行う。 

 

４ 答申を予定する時期 

平成 25年６月頃 

 

５ 答申が得られたときの行政上の措置 

関係省令等の改正に資する。 
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力
セ
キ
ュ
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ィ
シ
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等
の
高
度
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技
術
的

条
件

の
検

討
 

機
器
(ｱ
ﾝﾃ
ﾅ)
の
小
型
化
に
伴
い
 

通
信
範
囲
が

狭
小
化
 

現
行
の
シ
ス
テ

ム
の
概

要
と
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題
 

 

ガ
ラ
ス
破
壊
セ
ン
サ

 
高
さ
12
0
×
幅
3
0
×
厚
さ
5
.8
m
m
 

ﾃﾚ
ﾒｰ
ﾀｰ
､ﾃ
ﾚｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾙ用

 
無
線
ﾓｼ
ﾞｭ
ｰﾙ
 

高
さ
6
.3
×
幅
11
.2
×
厚
さ
15
.2
m
m
 

3
秒

 
以

内
 

2
秒

 
以

上
 

2
秒

 
以

上
 

時
間

 

送
信

 
休

止
 

休
止

 
…

 

一
の
送

信
 

送
信

 

3
秒

 
以

内
 

一
の
送

信
 

送
信
時
間
制
限
が

長
く
 

機
器
の
応
答
性
が

悪
い
 

課
題

１：
機

器
の
小

型
化

 

高
度
化
に
向
け
た
技
術

的
条

件
の
検

討
 

技
術
進
歩
に
よ
る
機
器

要
求

条
件

の
高

度
化

 

課
題
２
：送

信
時
間
制
限
 

小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 

（
4
2
6
M
H
z
帯
）
 

例
）
 

火
災

を
検

知
す
る
と
全
て
の
警
報
器
に
信
号
が
送
信
さ
れ
、
連
動
し
て
警
報

 

特
定
小
電
力

無
線
 

（
ﾃﾚ
ﾒｰ
ﾀｰ
・ﾃ
ﾚｺ

ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾙ）

 
（
4
2
6
M
H
z
帯
、
1.
2
G
H
z
帯
）
 

受
信
装
置

 

例
）
 
小
規
模
工
場
の

天
井
ク
レ
ー
ン
を
無
線
に
よ
り
遠
隔
操
縦

 

リ
モ
コ
ン

 
（
送
信
機
）
 

２
 



 
免

許
を
要

し
な
い
無

線
局

の
概
要

 

①
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局

 

★
 
③

小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局

 

④
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局

 

⑤
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局

 

⑥
P

H
S
の
陸
上
移
動
局

 

⑧
5 

G
H

z帯
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の

陸
上
移
動

局
（
空
中
線
電
力
が

1
0
m
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以
下
）
 

⑦
狭
域
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
及
び
狭
域
通

信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
の
試
験

の
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局

 

発
射
す
る
電

波
が

著
し
く
微
弱
な
無
線
局

 

市
民

ラ
ジ
オ
の
無
線
局

* 

（
電

波
法

第
4条

第
1号

）
 

（
電

波
法

施
行

規
則

第
6条

第
1項
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（
電

波
法

第
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第
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波
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（
電

波
法
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行

規
則

第
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第
4項

）
 

（
電

波
法
施
行
規
則
第

6条
第

4項
第

1号
）
 

空
中

線
電

力
が

 
1W

以
下

の
無
線
局

* 
（
小

電
力

無
線

シ
ス
テ
ム
）
 

電
波
法
改
正
に
よ
り
空
中
線
電

力
の
上
限
値
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0.
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W
以
下
か

ら
1W

以
下
に
拡
大

 
（
平

成
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年
3月

施
行
）
 

（
電

波
法

施
行
規
則
第

6条
第
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第
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）
 

（
電

波
法

施
行
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第
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第
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）
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電

波
法
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行
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第
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波
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施
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）
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施
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第
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電

波
法

施
行
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6条
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第
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）
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電

波
法

施
行
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第

6条
第
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第

9号
）
 

★
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テ
レ
メ
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タ
ー
用
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テ
レ
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ロ
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ル
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び
デ
ー
タ
伝

送
用

 

Ｂ
 
医
療
テ
レ
メ
ー
タ
ー
用

 
 

Ｃ
 
体

内
植
込
型
医
療
用
デ
ー
タ
伝
送
用
及
び
体
内
植
込
型
医
療

用
遠
隔
計
測
用

 

Ｅ
 
無
線
呼
出
用

 

Ｆ
 
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
用

 

Ｇ
 
補
聴
援
助
用
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
用

 

Ｈ
 
無

線
電
話
用
（
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
に
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
 

Ｉ 
音
声
ア
シ
ス
ト
用
無
線
電
話
用

 

Ｊ
 
移
動
体
識
別
用

 

Ｋ
 
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
用

 

Ｌ
 
ミ
リ
波
画
像
伝
送
用
及
び
ミ
リ
波
デ
ー
タ
伝
送
用

 

Ｍ
 
移
動
体
検
知
セ
ン
サ
ー
用

 

Ｄ
 
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
用

 

（
平
成
元
年
郵
政
省
告
示
第

42
号
）
 

Ｎ
 
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
用

 

（
電
波
法
施
行
規
則

第
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第
4項

第
2号

）
 

②
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定
小
電
力
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線
局
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超
広
帯
域
無
線
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テ
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の
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線
局

 

★
：
今
回
技
術
的
条
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
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 技

術
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の
適
合
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が
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線
設
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も
の
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空

中
線

電
力
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0
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W
以
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で
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技
術
基
準
へ
の
適
合
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付
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れ
た
無

線
設
備
の
み
を
使
用
す
る
も
の

 

■
 一

般
に
、
無
線
局

を
開

設
す
る
場

合
は

、
総
務

大
臣
の

免
許

を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が

、
以

下
の

無
線

局
 

 
 に

つ
い
て
は
、
免

許
を
要

し
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

 

(1
) 

(2
) 

(3
) 

（
例
：
キ
ー

レ
ス
エ
ン
ト
リ
、
ラ
ジ
コ
ン

(玩
具

用
) 
等

）
 

（
2
7
M

H
z帯

を
使

用
す
る
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー

）
 

３
 



シ
ス
テ
ム
名

 
主

な
用

途
（
例

）
 

周
波

数
帯

 

①
コ
ー
ド
レ
ス
電
話

 
家
庭
用
電
話

 
25

0M
H

z帯
,3

80
M

H
z帯

 

③
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

 
★

 
ガ
ス
漏
れ
通
報
、
防
犯
通
報
、
火
災
警
報

 
40

0M
H

z帯
 

④
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム

 
無
線

LA
N

 、
画
像
伝
送

 
2.

4G
H

z帯
,5

G
H

z帯
,2

5G
H

z帯
 

⑤
デ
ジ
タ
ル

コ
ー
ド
レ
ス
電
話

 
オ
フ
ィ
ス
用
電
話

 
1.

9G
H

z帯
 

⑥
Ｐ
Ｈ
Ｓ

 
PH

S 
1.

9G
H

z帯
 

⑦
狭
域
通
信
シ
ス
テ
ム

 
ET

C
、
駐
車
場
入
退
出
管
理

 
5.

8G
H

z帯
 

⑧
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯

無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

 
無
線
ア
ク
セ
ス

 
5G

H
z帯

 

⑨
超
広
帯
域
無
線
シ
ス
テ
ム

 
フ
ァ
イ
ル
転
送
、
画
像
伝
送

 
3-

5G
H

z帯
,7

-1
0G

H
z帯

 

② 特 定 小 電 力 無 線 

A
 テ

レ
メ
－
タ
ー
、
テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
デ
ー
タ
伝
送

 
★

 
 

工
業
用
監
視
計
測
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
モ
ニ
タ
、
ク
レ
ー
ン
操
作

 
40

0M
H

z帯
,9

50
M

H
z帯

、
1.

2G
H

z帯
 

B 
医

療
テ
レ
メ
ー
タ
ー

 
心
電
図
、
脳
波
の
伝
送

 
40

0M
H

z帯
 

C
 体

内
植
込
型
医
療
用

デ
ー
タ
伝

送
 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
デ
ー
タ
伝
送

 
40

0M
H

z帯
 

D
 国

際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝

送
 

国
際
物
流
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ

 
40

0M
H

z帯
 

E 
無

線
呼
出

 
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
、
作
業
員
呼
出

 
40

0M
H

z帯
 

F 
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク

 
劇
場
の
場
内
音
響
、
取
材
マ
イ
ク
、
会
議
室
マ
イ
ク

 
75

M
H

z帯
,4

00
M

H
z帯

,8
00

M
H

z帯
 

G
 補

聴
援
助
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク

 
難
聴
学
級
、
劇
場
の
補
聴

 
75

M
H

z帯
,1

70
M

H
z帯

 

H
 無

線
電
話

 
ゴ
ル
フ
場
、
建
設
現
場
の
連
絡

 
40

0M
H

z帯
 

I 音
声
ア
シ
ス
ト

 
視
覚
障
害
支
援
、
博
物
館
案
内

 
75

M
H

z帯
 

J 
移
動

体
識
別

 
コ
ン
テ
ナ
仕
分
け
、
入
退
室
管
理

 
95

0M
H

z帯
,2

.4
G

H
z帯

 

K 
ミ
リ
波
レ
ー
ダ

 
自
動
車
衝
突
防
止
、
踏
切
監
視

 
60

G
H

z帯
,7

6G
H

z帯
 

L 
ミ
リ
波
伝
送

 
オ
フ
ィ
ス

LA
N

,T
V画

像
伝
送

 
60

G
H

z帯
 

M
 移

動
体
検
知
セ
ン
サ

ー
 

人
体
動
静
検
出
、
エ
ア
コ
ン
制
御

 
10

G
H

z帯
,2

4G
H

z帯
 

N
 動

物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム

 
害
獣
の
行
動
監
視
、
ド
ッ
ク
マ
ー
カ
ー

 
15

0M
H

z帯
 

小
電

力
無

線
シ
ス
テ
ム

の
主

な
使

用
用
途

、
周

波
数

帯
 

★
：
今
回
技
術
的
条
件
に
つ
い
て

 
検
討
す
る
も
の

 

４
 



 

 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち、「デジタル特定ラジオマ

イクの技術的条件等」の検討開始について 

 

 

１ 検討の背景 

デジタル特定ラジオマイクは、放送番組制作やコンサート、舞台劇場、イベン

ト会場等において、高い音声品質を確保しつつ、同一場所でより多くのワイヤレ

スマイクの利用を確保するため、従来のアナログ方式に加え、平成 21 年に

700MHz 帯の周波数で制度化されている。 

一方、携帯電話用周波数の確保のための 700MHz 帯の再編に伴い、700MHz 帯を

使用する特定ラジオマイクを、テレビホワイトスペース(470MHz を超え 714MHz)

及び 1.2GHz 帯に周波数移行することとされたことを受け、平成 24 年 4 月に、特

定ラジオマイクの周波数移行等に係る技術的条件につき一部答申され、同年７月

に関係省令等の整備が行われたところである。 

デジタル特定ラジオマイクは、アナログ方式のラジオマイクに比べると周波数

の利用効率は高いものの、デジタル処理による音声の遅延時間が生じるために、

コンサート等の極めて少ない遅延を要求される環境においては利用が進まない状

況にあることから、新たな周波数帯への移行に併せ、遅延時間を抑えた低遅延型

のデジタルラジオマイクの開発が進められてきたところである。 

このような背景を踏まえ、デジタル特定ラジオマイクの高度化に向け、必要な

技術的条件等について検討を開始するものである。 

 

２ 検討事項 

平成 14 年９月 30 日付け諮問第 2009 号「小電力の無線システムの高度化に必

要な技術的条件」のうち、「デジタル特定ラジオマイクの技術的条件等」 

 

３ 検討体制 

移動通信システムに必要な技術的条件等を担当する既設の「移動通信システム

委員会」（主査：安藤 真  東京工業大学大学院教授）において検討を行う。 

 

４ 答申を予定する時期 

平成 25年５月頃 

 

５ 答申が得られたときの行政上の措置 

関係省令等の改正に資する。 
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デ
ジ
タ
ル
特

定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
高
度
化
に
向
け
た
技
術
的

条
件
等

の
検

討
 

現
行

の
シ
ス
テ
ム
の
概

要
と
課

題
 

 

現
在
の
デ

ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
で
は
、
デ

ジ
タ
ル

信
号
処
理
に
よ
る
数
m
s程

度
の
遅
延
が

発
生
 

遅
延
を
1m
s以

下
に
抑
え
た
 

「
低
遅
延
型
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
」
の
技
術
的
条
件
検
討
 

コ
ン
サ

ー
ト
・舞

台
等
で
は
、
極
め

て
少
な

い
遅
延
時
間
が

求
め

ら
れ

る
。 

課
題

 

ｱﾝ
ﾃﾅ
分
配
器
 

ｱﾝ
ﾃﾅ

 

ﾐｷ
ｻ･

ｱﾝ
ﾌﾟ

 
ｽﾋ

ﾟｰ
ｶ・
ﾚｺ

ｰﾀ
ﾞ等

 
受
信
機
 

特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
利
用
イ
メ
ー
ジ

 

ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
帯
に
お
い
て
は
、
他
の
シ
ス
テ

ム
と
周
波
数
共
用
 

ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
利

用
シ
ス
テ

ム
相
互
間
の
共
用
検
討
 

現
在

の
デ
ジ
タ
ル
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
で
は
、デ

ジ
タ
ル
信
号
処
理

を
行

う
た
め
、ラ

ジ
オ
マ
イ
ク
送
受
信
機
間
及
び
イ
ヤ
ー
モ
ニ
タ
ー

送
受

信
間
に
お
い
て
数
m
s
程
度

伝
送
遅

延
が
発

生
す
る
。 

ﾗｼ
ﾞｵ
ﾏｲ
ｸ 

[送
信
機
] 

ｲﾔ
ｰﾓ
ﾆﾀ
ｰ 

[受
信
機
] 

利
用

形
態

 

大
規
模
コ
ン
サ

ー
ト
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等

に
お
い
て
は
、
同
一
会
場
で
多
数
（
数
十

本
）
の
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
が

使
用
さ
れ

る
と
共

に
、
高
音
質
の
伝
送
品
質
が

求
め

ら
れ

る
。 

ﾗｼ
ﾞｵ
ﾏｲ
ｸ 

[受
信
機
] 

ｲﾔ
ｰﾓ
ﾆﾀ
ｰ 

[送
信
機
] 

ﾐｷ
ｻｰ
等
 

イ
ヤ
ー

モ
ニ
タ
ー

で
 

演
奏

を
聴

き
な
が
ら

 
歌

唱
 

２
 



 
 

Ａ
型

(特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク

) 
Ｂ
型

 
Ｃ
型

 
Ｄ
型

 

使
用

周
波

数
 

7
7
9
-
7
8
8
M
H
z
､7

9
7
-
8
0
6
M
H
z
[ア

ナ
ロ
グ

] 
7
7
0
－
8
0
6
M
H
z
[デ

ジ
タ
ル
] 

↓
 

T
Vホ

ワ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
（
4
7
0
M
H
z
～
7
14
M
H
z
）
、

1.
2
G
H
z
帯
へ

周
波
数
移
行
 

8
0
6
-
8
10
M
H
z
 

3
2
2
-
3
2
2
.1
5
M
H
z
 

3
2
2
.2
5
-
3
2
2
.4
M
H
z
 

7
4
.5
8
-
7
4
.7
6
M
H
z
 

占
有

周
波

数
帯

幅
 
11
0
kH
z
､1
6
0
kH
z
、
2
5
0
kH
z
､3

3
0
kH
z
[ア

ナ
ロ
グ

] 
2
8
8
kH
z
[デ

ジ
タ
ル
] 

11
0
kH
z
（
ア
ナ

ロ
グ

）
 

19
2
kH
z
（
デ

ジ
タ
ル
）
 

3
0
kH
z
 

6
0
kH
z
 

変
調

周
波

数
 

2
0
kH
z
ま
で
 

15
kH
z
ま
で

 
7
kH
z
ま
で

 
7
kH
z
ま
で

 

同
時

使
用

可
能

チ
ャ
ネ
ル
数

 

14
2
波
中
2
0
波
程
度
[ア

ナ
ロ
グ

：B
W
11
0
kH
z
] 

2
8
5
波
中
7
0
波
程
度
[デ

ジ
タ
ル
] 

※
い
ず

れ
も
8
0
0
M
H
z
帯

で
の
チ
ャ
ネ
ル
数
 

3
0
波

中
6
波

程
度

(ア
ナ

ロ
グ

) 
3
0
波

中
10
波

程
度

（
デ

ジ
タ
ル
）
 

13
波

中
4
波
程
度
 

4
波
中
2
波
程
度
 

空
中

線
電

力
 

10
m
W
以
下

※
[ア

ナ
ロ
グ

] 
5
0
m
W
以
下
[デ

ジ
タ
ル
] 

※
1.
2
G
H
z
帯
は
5
0
m
W
 

10
m
W
以

下
 

1m
W
以
下
 

10
m
W
以
下
 

無
線

局
免

許
 

要
 

不
要

 
（
特

定
小

電
力

無
線

局
）
 

不
要
 

（
特

定
小

電
力
無
線
局
）
 

不
要
 

（
特
定
小
電
力
無
線
局
）
 

主
な

用
途

 

 【音
声

・楽
器
音
等
を
特
に
高
い
品
質
に
て

伝
送
】 

放
送

番
組

収
録

、
舞

台
、
コ
ン
サ

ー
ト
ホ

ー
ル

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト
会
場
な

ど
 

 【比
較

的
良

好
な

品
質

（
高

音
質

）
で

伝
送

】 
ホ

テ
ル

、
結

婚
式

場
、
会

議
場

、
カ
ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク
ス
、
学

校
、
集

会
場

な
ど
 

 【必
要

最
小

限
の

明
瞭

度
で

伝
送

】 
駅

ホ
ー

ム
な

ど
の

構
内

放
送

用
 

 【必
要

最
小

限
の

明
瞭

度
で

伝
送
】 

劇
場
・コ

ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
等

の
案
内
放
送
用
 

普
及

台
数

 
約
2
万
局
 

約
2
0
0
万

局
（
ほ
と
ん
ど
が

Ｂ
型
）
 

備
 
考
 

現
行

の
8
0
0
M
H
z
帯
、
移
行
先
の
1.
2
G
H
z
帯

で
は
放

送
用
F
P
U
※
と
周
波
数
を
共
用
し
て
使
用

 
専

用
波

 
（
最

も
普

及
が

進
ん
で

い
る
）
 

専
用
波
 

専
用
波
 

［
参
考
］
 

ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
種

類
 

※
F
P
U
(F
ie
ld
 P

ic
ku
p
 U

ni
t)
：テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

用
の
無
線
中
継
伝
送
装
置
 

３
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